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■前 文 

わたしたちのまち松田町は、世界遺産である富士山を望み、丹沢山系を源にする酒

匂川などの清流と豊かな緑に恵まれ、古来より交通の中心として繁栄をしてきた町で

す。先人たちが守り続けてきた豊かな自然、培われてきた文化・芸能、育ててきた伝

統や産業を後世に引き継いでいかなければなりません。 

近年の少子高齢社会の到来や社会・経済環境の変化による町の人口減少や町の活力

の低下は、わたしたちが改めてまちづくりのあり方について考えなおす契機となりま

した。これらの課題を解決していくためには、わたしたち一人ひとりが主権者であ

り、まちづくりの主体であることを認識し、住民、議会、行政が共に取り組み、これ

からのまちづくりを、みんなで考え、みんなでつくりあげていくことが必要です。    

わたしたちは、松田町町民憲章（平成元年５月１５日制定）が掲げる、うるおいの

あるまち、文化の香り高いまち、活力にあふれるまち、平和に満ちた心のかよいあう

まち、愛の輪が広がるまちをつくることを目指し、自らの意思と責任に基づいて、次世

代を担う子供たちを育み、未来に向かって知恵を出し、語り合い、みんなで力をあわ

せてまちづくりを進めていきます。そして、わたしたちは、誰もが安心して安全に暮

らすことができ、住んでいて幸せと感じるまち、誇りの持てるまち、おもてなしのこ

ころをもったまちづくりを進めていきます。そのため、松田町のまちづくりの最高規

範として、この松田町自治基本条例を制定します。 
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■第１章 総則 

(目的) 

第 1 条 この条例は、松田町における自治の基本理念を定めるとともに、町民の役割

及び責務並びに町長等及び議会の役割及び責務を定め、松田町民憲章（平成元年５月１

５日制定）が掲げるまちづくりの推進を目的とします。 

 

 

(条例の位置付け) 

第２条 この条例は、松田町における最高規範であり、町民、議会及び町長等は条例に

定める事項を最大限に尊重します。 

２ 議会及び町長等は、他の条例、規則等の制定や改正、廃止又はまちづくりに関する

計画の立案や変更を行うときは、この条例の趣旨を踏まえ整合を図らなければなりませ

ん。 

 

 

(定義) 

第３条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定め

るところによります。 

(1) 町民 町民とは次に掲げるものをいいます。 

ア 住民(松田町内に住所を有する者をいう。) 

イ 町内に存する事務所または事業所を有する個人又は団体 

ウ 町内に存する事務所または事業所に勤務する者 

エ 町内に存する学校等に在学する者 

オ 町内において活動する個人または団体 
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(2) 自治会 町内の一定の地域の住民による地縁に基づいて形成された団体を 

いいます。 

(3) 議会 松田町議会のことをいいます。 

(4) 町 普通地方公共団体としての松田町の執行機関をいいます。 

(5) 町長等 町長(水道事業管理者の権限を行う町長を含む。)、教育委員会、選挙管

理委員会、監査委員会、農業委員会及び固定資産評価審査委員会をいいます。 

(6) まちづくり 松田町民憲章に定める事項の実現に向けた活動をいいます。 

(7) 協働 まちづくりに関わる者が相互に対等な立場で連携・協力することをいいま

す。 

(8) 参加 まちづくりの企画立案から、町民自らの意思に基づき関わり活動をいいま

す。 

 

 

■第２章 自治の基本理念 

(自治の基本理念) 

第 4条 町政は、町民の信託に基づくものであることを基本とし、町民、議会及び町長

等が相互に協力して、町民主体の自治の確立を目指します。 

 

 

■第３章 まちづくりの基本原則 

(情報共有の原則) 

第５条 町民、議会及び町長等は、みんなで力をあわせてまちづくりを実現するために

必要な情報の共有をすることを原則とします。 
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(参加の原則) 

第６条 町民は、町政に自らの意思に基づき参加をすることを原則とし、町長等は町民

のまちづくりへの参加の機会保障するものとします。 

 

 

(協働の原則) 

第７条 町民、議会及び町長等は、第 4条に定める理念を実現するため、相互認識のも

と協働してまちづくりを進めることを原則とします。 

 

 

■第４章 役割と責務 

(町民の役割と責務) 

第８条 町民は、まちづくりの担い手であることを自覚するとともに、互いを尊重し

て町政に参加するものとします。 

２ 町民は、町政に関する認識を深め、議会及び町長等と協働してまちづくりに取り

組むものとします。 

３ 町民は、町政の参加にあたっては、他の人の意見や活動等を尊重し、自らの発言

と行動に責任を持つものとします。 

４ 町民は、町政運営に伴う負担を適正に負担するものとします。 
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(事業者の役割と責務) 

第９条 事業者（町内において、営利又は非営利の活動、公共的活動その他の活動を

営むものをいいます。次項において同じです。）は、地域社会を構成する一員とし

て、社会的責任を自覚し、良好な地域社会の実現に寄与するものとします。 

２ 事業者は、地域の経済的活力を高め、地域の雇用の確保に努めるとともに、持て

る資源を生かして、地域社会の発展に寄与するものとします。 

 

 

(議会の責務) 

第 10条 議会は、町民から選出される議員で構成される松田町の議決機関であるこ

とを認識して、町の政策形成に努め、町政運営を監視するとともに、町民の信託に応

えるものとします。 

２ 議会は、町民自治によるまちづくりを推進するため、審議、政策立案等に当た

り、町民の意思が町政に反映されるものとします。 

３ 議会は、町民への説明責任を果たし、及び開かれた議会を運営するため、議会活

動に関する情報を町民に積極的に提供するものとします。 

 

 

(議員の責務) 

第 11条 議員は、町民の負託に応え、前条に定める議会の責務を果たすため、誠実

かつ公正に職務を遂行しなければなりません。 

２ 議員は、地域の課題及び町民の意見を把握し、これを政策形成及び議会の審議に

反映させなければなりません。 
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(町長等の責務) 

第 12条 町長等は、自治の基本理念に基づき、誠実かつ公正に職務を遂行しなけれ

ばなりません。 

２ 町長等は、町民自治によるまちづくりを推進するため、町民の意思を把握し、町

政運営に反映させるよう努めなければなりません。 

 

 

(職員の責務) 

第 13条 職員は、町民の立場に立ち、誠実かつ公正に職務を遂行しなければなりま

せん。 

２ 職員は、職務の遂行に必要な知識、政策立案能力等を身に付けるよう努めなけれ

ばなりません。 

 

 

■第５章 行政運営 

(行政運営の基本) 

第14条 町長等は、効率的で公正かつ透明性の高い町政運営を行わなければなりませ

ん。  

 

 

(総合計画) 

第15条 町長等は、総合的かつ計画的な行政運営の基本となる計画（以下「総合計

画」といいます。）を策定し、効果的かつ効率的に町の施策を推進しなければなりま
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せん。  

２ 町長等は、総合計画の進行管理を行い、その状況を分かりやすく公表しなければ

なりません。  

 

 

(財政運営) 

第16条 町長等は、中長期的な財政見通しのもとに、計画的で健全な財政運営に努め

なければなりません。  

２ 町長等は、予算、決算その他財務状況について、分かりやすく公表しなければな

りません。  

 

 

(行政評価) 

第17条 町長等は、効果的かつ効率的な行政運営を推進するとともに、行政の透明性

を高めるため、行政評価を実施しなければなりません。  

２ 町長等は、行政評価の結果を町民に公表するとともに、施策等への反映に努めな

ければなりません。  

 

 

(説明責任及び応答責任) 

第18条 町長等は、政策の立案、実施及び評価の各過程において、町民に分かりやす

く説明するとともに、町民からの意見及び質問に対し、丁寧かつ適切に対応しなけれ

ばなりません。  
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(パブリックコメント) 

第19条 町長等は、重要な計画の策定及び条例の策定等に際し、当該計画、条例の案

等を公表し、広く町民の意見を聴く手続をとらなければなりません。  

２ 町長等は、前項の手続により提出された町民の意見を考慮して意思決定を行うと

ともに、その意見に対する町長等の考え方を公表しなければなりません。  

 

 

(情報公開) 

第20条 町長等は、町政に関する情報を速やかに、かつ、分かりやすく公開し、又は

提供しなければなりません。  

 

 

(個人情報保護) 

第21条 町長等は、個人の権利利益を保護するため、個人情報の保護を図り、それを

適正に管理しなければなりません。  

 

 

■第６章 住民投票 

(住民投票) 

第22条 町長等は、町政の重要事項について、広く町民の意思を把握する必要がある

と認めるときは、当該重要事項ごとに、別に条例で定めるところにより、住民投票を

実施することができます。  

２ 町長等は、住民投票を実施するときは、住民投票の争点を明らかにするとともに
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町民が当該争点について判断するのに必要な情報を提供しなければなりません。  

３ 議会及び町長等は、住民投票の結果を尊重しなければなりません。 

 

 

■第７章 地域コミュニティ 

(地域コミュニティ) 

第23条 町民は、安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会の実現のため、地域

コミュニティ（一定の区域に住所を有する者の地縁に基づいて形成された自治会その

他共通な目的を持ち、地域の安全、環境その他の課題の解決に向けて取り組む団体を

いいます。次項において同じです。）をまちづくりの担い手として認識し、これを守

り育てるよう努めなければなりません。  

2 町長等は、地域コミュニティの役割及び自主性を尊重し、前項に規定する課題を

解決するための活動を支援するよう努めなければなりません。  

 

 

■第８章 国及び他の自治体との関係 

(国及び他の自治体との関係) 

第24条  町は、国及び神奈川県と対等な立場で相互に協力し、自治の発展のため適

切な関係を構築しなければなりません。  

２ 町は、共通課題又は広域的課題の解決を図るため、他の自治体と積極的に連携

し、及び協力するよう努めなければなりません。  
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■第９章 自治基本条例推進委員会 

 

 

■第 10 章 雑則 

 

 

■附 則 

 この条例は、平成 29年○月○日から施行します。 

 


